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平成25年度　第２回大阪府河川整備審議会　議事要旨
日　時
：平成25年5月27日（月）18:00～20:30
場　所
：大阪府公館
出席者　：堀会長、石田委員、下村委員、曽和委員、多々納委員、田中丸委員、中谷委員、福田委員、道奥委員　計９名　（欠席：中嶋委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 大和川水系石川ブロックの治水手法案について
【梅川】

○大宝橋上流右岸は、現地確認したときに地盤高が高いと感じたが、浸水深が大きい理由は何か。
●氾濫原を50m×50mの格子（メッシュ）に分割し、メッシュの平均地盤高で浸水深を算出している。メッシュ単位で計算しているため、メッシュ内に地盤高の高いところがあっても、着色している。
○耐水型整備区間として設定し、河道改修する区間としない区間が交互に存在するが、すりつけはどのように考えているのか。
●河床勾配や川幅などを勘案し、断面の急縮・急拡が生じないように設定している。
○局所的な河道改修を実施すると、現況河道にくらべて、土砂が堆積しやすくなるなど、維持管理面で不利になると思うが、対策案比較で明確に示すべき。
○浸水想定の図は対象降雨を時間雨量50ミリ程度としており、改修後の残余リスクに大差がないとしているが、時間雨量80ミリ程度のときの残余リスクはどうなっているのか。
●当面の治水目標である時間雨量50ミリ程度のときの比較を行っている。改修後においても、時間雨量65ミリ程度の降雨に対して、危険度Ⅱ、Ⅲが想定されないことは確認済である。

○目標とする規模の降雨までの残余リスクだけをみて、議論するのは危険である。目標以上の降雨のときの残余リスクについても確認すべき。
○当面の間、河道改修をしないとしている区間の土地利用状況などはどうなっているのか。
●市街化調整区域であり、現況の土地利用は主に農地。都市計画区域の変更については、事前協議の時点で洪水リスクの高い区域は編入しないよう申し入れている。また、農地転用については、市町村の農業委員会に洪水リスク図などの情報を提供している。
【佐備川】
○上流工区の家屋あり区間での浸水実績はあるのか。
●近年では浸水実績はない。

○情報の周知や伝達を実施し、早期に避難してもらう方が現実的ではないか。上流工区で対象家屋が少数である場合でも改修の検討を行うことに違和感がある。農家の分家住宅が建てば、後追いで対応するのか。
○下流工区の写真をみると、家屋数は多くない。便益が大きいような気がする。確認されたい。
【石見川】
○浸水が想定される範囲の集会所について、避難所の指定を外すことはできないのか。もしくは、他に避難所をつくることはできないのか。
○保育所と道路の反対側にある寺は地盤が高いところにあるので、避難所にはできないか。
●府内のある地区では、地区内で洪水・土砂災害の影響を受けない場所をみつけて、一時的な避難場所としている事例もある。洪水リスクを地域の周知していきたい。
【加賀田川】
○下流工区の川沿いの宅地が建っている区域は市街化区域か？
●市街化区域であり、これからも開発が進む可能性がある。

○上流工区については、浸水が想定される区域に小学校や公民館があることを知ってもらうことが重要。
【まとめ】

○梅川については、局所改修後の残余リスクを確認する必要があることから、次回に資料を提示すること。
佐備川については、便益の確認を行い、次回に資料を提示すること。
天見川については、事務局提案の局所改修案とすることで了承。
石見川については、耐水型整備区間として設定し、建物耐水化案の検討を含めた地域での対応とすることで了承。

加賀田川について、下流工区は局所改修案とし、上流工区は耐水型整備区間として設定し、建物耐水化案の検討を含めた地域での対応とすることで了承。なお、便益の確認を行い、次回に資料を提示すること。
(2) 二級河川佐野川水系の当面の治水目標および治水手法の設定について
○次回以降に、治水専門部会からの報告をした上で、当面の治水目標および治水手法について、審議を行う。
(3) 淀川水系淀川左岸ブロックの当面の治水目標について
○次回以降に、治水専門部会からの報告をした上で、当面の治水目標について、審議を行う。
(1) 大和川水系石川ブロックの治水手法案について


・天見川については、局所改修案とすることで了承。石見川については、耐水型整備区間として設定し、建物耐水化案を含めた地域での対応とすることで了承。加賀田川について、下流工区は局所改修案とし、上流工区は耐水型整備区間として設定し、建物耐水化案を含めた地域での対応とすることで了承。梅川、佐備川については、次回以降に継続審議とする。


(2) 二級河川佐野川水系の当面の治水目標および治水手法の設定について


　・次回以降に、治水専門部会からの報告をした上で、当面の治水目標および治水手法について、審議を行う。


(3) 淀川水系淀川左岸ブロックの治水目標の設定について


　・次回以降に、治水専門部会からの報告をした上で、当面の治水目標の設定について、審議を行う。
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